
令和５年度学校評価報告書 

                                           学校名（廿日市市立友和小学校） 

評価計画 自己評価 学校運営協議会 

委員評価コメン

ト 

改善方策 中期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

短期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 
中間 
９月 

最終 
2月 

達成度 評価 結果の分析 

主体的に考え，
表現する力が
身に付いてい
る。 

基礎学力が定
着している。 

個別最適な学びを充
実させ，基礎学力の
定着を図る。 

国語科・算数科にお
ける単元テスト「知
識・技能」の平均正
答率が80％以上の児
童の割合 

80％ 

国語
科 

62％ 
算数
科 

70％ 

国語
科 

71％ 
算数
科 

 78％ 

93% B 

児童の主体性を喚起す

る授業づくりに取り組

みながら，学力の底上

げを図ることができ

た。 

・年度当初より，
学習規律が定着し
てきている。引き
続き，集中した学
習態度を指導し，
基礎学力の定着を
図ってほしい。 

・自立した学びが難し

い児童に対して，個別

の手立ての工夫に努め

る。 

◎かかわり合い
のある学習活動
を通して，共に
学び，表現する
力が身に付いて
いる。 

単元デザインを取り
入れた授業改善を行
い，児童の主体的な
学びを推進する。 

学習における課題の
解決に向けて，自分で
考え，自分から取り組
む児童の割合 
【市共通項目】 

85％ 83％  81％ 95% B 

単元のゴールイメージ
を授業者と児童，また
は児童相互で共有する
ことや他教科や学校行
事と関連させたり地域
の人材を招いたりする
ことで，活動の目的を
理解しながら必要感を
もって協働的に学習す
る児童が増えた。 

・小学校から自己

表現の力を付ける

ことを意識すると

よい。集団の前で

自分の思いを話す

習慣が大切である

と感じる。 

・学習の進度や内容を

自己選択したり自己決

定したりする機会を増

やすことで，さらに主

体性の向上を図ってい

く。 

自らの役割と
責任を自覚し，
仲間と協働し
ながら進んで
行動しようと
する。 

◎児童の自己
有用感が高ま
っている。 

授業や生活の様々な
場面において，児童
が役割と責任を果た
し，貢献しようとす
る活動に取り組む。 

自己有用感が高まっ
ていると肯定的に回
答した児童の割合 
 

85% 80% 87% 100% A 

係活動や委員会活動で

は，児童の自主的な活

動ができるような場の

設定に努めることがで

きた。 

・廊下での丁寧な

雑巾がけ等，すば

らしい態度で掃除

をしている児童が

いた。このような

態度が学校全体に

広がるとよい。 

・引き続き，児童の自

主的な活動を促すため

に，活動の場を設定し，

児童の発想の具体化を

後押しする。 

学校生活における課
題の解決に向けて，自
分で考え，自分から取
り組む児童の割合 

85% 83% 81% 95% B 

相談することも解決の

一つであることを児童

に意識付け，自分でよ

りよい解決方法を考え

ることができるように

なった。 

・学校の掲示物で，

お互いのよいとこ

ろを書いたメッセ

ージカードがあっ

た。このような取

組を継続してもら

いたい。 

・つながりタイムを有

効に活用し，友達との

関係づくりのための簡

単なレクリエーション

をするなど，日常生活

に生かせる活動を行

う。 

働き方改革が
進んでいる。 

働き方改革を
意識し，健康で
協働的な職場
作りが進んで
いる。 

時間を意識した働き
方に取り組む。 

月当りの時間外勤務
が45時間以下の職員
の割合 

85% 75% 80% 94% B 

教職員が効率よく業務

を進め，月当りの時間

外勤務が45時間以下

の職員の割合は改善傾

向である。しかし，教

職員の健康等に配慮

し，業務を精選してい

く必要がある。 

・小学校の教職員

の業務は多岐に渡

り，大変だと感じ

る。地域人材が，

学校教育によりよ

く関わることが今

後も重要になって

くる。 

・引き続き，業務を精

選することで教職員の

疲労回復に努める。 

・業務内容を早めに確

認し，計画的に業務を

進めていく。また，授

業準備等の時間確保に

努める。  

 


